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 ドセタキセルは乳癌、非小細胞肺癌、前立腺癌、胃癌、頭頸部癌など多くの癌腫に有












 ドセタキセルのクリアランス（CL）は年齢とは中等度の相関（R2 = 0.086, P < 0.05）
を認めるも、血清AAGは強い相関を認め（R2 = 0.505, P < 0.0001）、血清アルブミンと
は負の相関を認めた（R2 = 0.483, P < 0.05）。また、多変量解析では、CLと有意な相関
を認めたのはAAGのみであった。また、fuは3.1～15.6%と個人差が大きく、血清AAGと
弱い相関を認めたが、年齢やアルブミンとの相関は認めなかった。非結合形ドセタキセ
ルの血中薬物濃度曲線下面積（Area under the concentration-time curve: AUC）は75歳以
上の高齢者（0.389 g·h/mL, 95%信頼区間; 0.329－0.448 g·h/mL）では、75歳未満の患
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The effects of advanced age and serum 1-acid glycoprotein on docetaxel unbound exposure 
and dose-limiting toxicity in cancer patients 
（がん患者におけるドセタキセル非結合形曝露量と用量制限毒性に対する年齢と血清1- 
 酸性糖タンパク質の影響） 
